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VIIIVIIIVIIIVIII．．．．指使指使指使指使いいいい    

                 （表８） 

 

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．鍵盤楽器鍵盤楽器鍵盤楽器鍵盤楽器    

  

 表８の記号 

     1 の指      ２の指     ３の指 

     4 の指       5 の指 

       同音上で指を換える 

       2 種類の指使いがある時、第 1 のほうを省く 

       2 種類の指使いがある時、第 2 のほうを省く  

 

８－１ 

  指使いは、音符又は音程記号のすぐ後に記す。付点音符の場合は、付点の

後に指使いを記す。 

 

８－２ 

  一つの音符又は音程で指を換える場合は、２つの指記号の間に 1・4 の点を

記す。 墨字にも点字と同じく通常のスラーが記されている。 

 例８－２ 

     

      

 

８－３ 

  隣り合った 2 つの音を同一の指で弾く場合は、両方の音あるいは音程の後

にそれぞれ指記号を記す。 

 例８－３ 
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８－４ 

  鍵盤楽器の楽譜に２種類の指使いがある時は、音符あるいは音程のあとに

２つの指記号を記す事によって示す。 2 つの記号の順序はどちらでもよいが、

一度順序を決めたならば、それを厳密に守らなくてはならない。 

 

８－５ 

  ２つの指使いを持っているパッセージで、どちらかの指使いがどこかの音

で省略されている場合には、第１の指使いの場合はそこを６の点でうめ、第２

の指使いの場合は３の点でうめなくてはならない。これは鍵盤音楽にのみ適用

される。 

 例８－５ 

               

     

    
 

 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．弦楽器弦楽器弦楽器弦楽器    

    

１１１１．．．．左手左手左手左手    

 

表８Ｂの記号 

     親指                   3 の指 

      1 の指                 ４の指 

        2 の指                  ０ 開放弦 

     同音上で指を換える 

 

８－６ 

  左手の指記号は８－１節から８－５節で説明したように使われるが、一つ

大切な違いがある。２つの指使いがあるパッセージは、部分けか別形によって

書かれなくはならない。  例９－５７を参照せよ。 

 

８－７ 

  特に練習曲では時々、指記号のあとに長い継続線が続いている。 

これは、このような線の始まりにある指記号の後に３の点を打つ事によって 
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表される。この線の終わりは、音符の後に６の点を記し、もう一度指記号を記

す。３の点と６の点をこのように使う為、２種類の指使いがある時は、それぞ

れのセットを別々に記さなくてはならない。 

 例８－７ 

          

     

    

    

 

８－８ 

  国際的合意に従って、親指記号は他の指記号のように音符の後に付けるべ

きである。 

 例８－８ 

            

   

   

      

 

８－９ 

 「バルトーク」のピッチカートのように、親指の為の記号が他の意味として

使われている時は、点字の記号は同じものを使用する。 

 例８－９ 
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＊ bedeutet ein starkes pizzicato, bei welchem die saite auf Griffebrett aufschlagt. 

＊ 指板の上の弦を打ちならす強いピッチカートを意味する。 

 

 

２２２２．．．．右手右手右手右手    

 

表８Ｂの記号 

    親指   pulgar        人差し指   indice  

    中指   mayor          薬指      anular 

      その他の単一の文字。墨字と同じように点訳する  

       小指 chiquito  ch と墨字で書かれていた場合ｘと記す     

 

８－１０ 

  ギターやバンジョーのようなかき鳴らす楽器は、特質上、右手の指使いを 

ｐｉｍやａの文字で表す。もし墨字に、１つの音符に１つの文字が書いてある

ならば、点字ではその文字を使用する。 

墨字では、文字は通常音符の上か下に記されている。 

点字では、文字は通常音符の下に記す。もし“ch”のように２つの文字が小指

を表す為に書かれていたら、点字では“ｘ”の文字が使われる。 

  

例８－１０ 
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８－１１ 

  まれに、“ｐ・ｉ・ｍ・ａ”指記号の文字のかわりに、点が使われる。 

その場合、点字では文字が使われる。 

例８－１１では、プラス記号は“ｐ”を、音符の上に点１つは“ｉ”を、 

点２つは“ｍ”というように表している。 

  

例８－１１ 

               

   

                    

 

    
 

 


